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履修に
当たっての
注意・助言

授業中に生じた疑問点は必ず質問してその時間に解決することを心がけてください。

講義計画

第１回　　授業の進め方（オリエンテーション）
第２回　　須恵器研究がなぜ必要か？
第３回　　陶邑窯とは？（位置と状況）
第４回　　陶邑窯の成立
第５回　　陶邑窯の成立の背景
第６回　　陶邑窯の発展１
第７回　　陶邑窯の発展２
第８回　　陶邑窯の展開１
第９回　　陶邑窯の展開２
第１０回　陶邑窯の展開３
第１１回　陶邑窯の展開４
第１２回　陶邑窯の展開５（地方への展開１）
第１３回　陶邑窯の展開６（地方への展開２）
第１４回　陶邑窯の展開７（地方への展開３）
第１５回　陶邑窯の終末
第１６回　陶邑窯後の展開１
第１７回　陶邑窯後の展開２
第１８回　後半期の須恵器生産１
第１９回　後半期の須恵器生産２
第２０回　後半期の須恵器生産３
第２１回　後半期の須恵器生産４
第２２回　後半期の須恵器生産５
第２３回　後半期の須恵器生産６
第２４回　須恵器研究の課題１
第２５回　須恵器研究の課題２
第２６回　須恵器研究の課題３
第２７回　須恵器研究の課題４
第２８回　須恵器研究の課題５
第２９回　須恵器研究の課題６
第３０回　須恵器研究の総括

テキスト
中村浩『和泉陶邑窯の歴史的研究』芙蓉書房、その他は授業中に指示、または配布する。

参考書 授業中に指示する。

目的と概要
日本古代の窯業を歴史的、考古学的に検討することによって、古代の窯業生産の実態および諸問題を明らか
にする。

成績評価法 平常点(40%%)と課題に関するレポート(60%)

開期 通年 月曜日1限

授業テーマ 日本古代窯業史の研究

科目名 文化財学特殊研究（文化財構造論）

担当教員 中村　浩
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